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▲弁財天がまつられている海神社

　

坊
勢
島
は
瀬
戸
内
海
の
東
、
播

磨
灘
に
位
置
す
る
大
小
40
余
り
の

島
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
家
島
諸
島

の
一
つ
で
す
。
家
島
諸
島
内
の
有

人
島
で
は
面
積
が
最
も
小
さ
く
、

車
で
約
10
分
、
徒
歩
で
も
１
時
間

半
で
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

坊
勢
島
と
い
う
名
前
の
由
来

は
、
883
年
（
元
慶
７
年
）、
比
叡

山
の
高
僧
・
覚
円
が
流
刑
と
な
り

坊
勢
島
に
流
さ
れ
た
際
、
弟
子
の

僧
侶
（
坊
主
）
が
大
勢
こ
の
島
に

移
り
住
ん
だ
た
め
、
坊
勢
と
名
付

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
諸
説
あ
り
）。

　

人
口
は
、
家
島
に
次
い
で
２
番

目
に
多
く
、
住
民
の
約
７
割
が
水

産
業
に
従
事
し
、
漁
業
の
島
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

度
に
は
漁
船
数
で
全
国
第
１
位
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

海
苔
の
生
産
も
盛
ん
で
、
全
国

シ
ェ
ア
３
％
（
２
億
４
０
０
０
万

ト
ン
）
で
す
。「
坊
勢
島
の
海
苔
を

食
べ
た
ら
他
の
海
苔
は
食
べ
ら
れ

な
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
美
味
だ

そ
う
で
す
。
ま
た
、
島
で
は
小
さ

な
ヒ
ラ
メ
が
吊
り
干
し
さ
れ
島
民

に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
干
し
た
ヒ

ラ
メ
は
、
島
で
は
通
称
「
干ヒ

ガ
レ

イ
」
と
呼
ば
れ
、
唐
揚
げ
や
砂
糖

醤
油
の
甘
辛
い
タ
レ
に
漬
け
込
む

な
ど
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

姫
路
市
内
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る

の
で
、
見
か
け
た
際
に
は
、
ぜ
ひ

食
し
て
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

※ 

５
ペ
ー
ジ
『
私
の
お
す
す
め
料

理
』
も
ご
覧
下
さ
い
。

▲干ガレイ

坊　　坊　　
勢勢

　　島　　島
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共立病院共立病院

▲病院機能評価認定証

▲日々のとりくみを発表

　

共
立
病
院
は
昨
年
７
月
に
病
院

機
能
評
価
を
受
審
し
、
認
定
病
院

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
共

立
病
院
は
一
定
の
水
準
を
満
た
し

た
病
院
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

より良い介護･より良い介護･
 医療・看護とは 医療・看護とは
～１･31 共立病院症例発表会開催～～１･31 共立病院症例発表会開催～

　

１
月
31
日
（
木
）、
共

立
病
院
看
護
教
育
委
員
会

の
主
催
で
症
例
発
表
会
を

46
名
の
参
加
で
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
病
院
の

職
員
を
中
心
に
、
日
頃
の

実
践
内
容
を
発
表
し
多
職

種
で
共
有
・
学
習
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ま
ず
学
習
講

演
と
し
て
、
今
年
４
月
に

開
設
す
る
看
護
小
規
模
多

機
能
に
つ
い
て
、『
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
す
ず
か
ぜ
』
の

長
谷
川
所
長
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
看
護

小
規
模
多
機
能
に

つ
い
て
は
、
今
あ

る
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
と
の
違
い

や
、
訪
問
看
護
師

の
関
わ
り
、
訪
問

診
療
に
つ
い
て
な

ど
質
疑
応
答
も
含

め
、
看
護
小
規
模

多
機
能
に
つ
い
て

学
び
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
看
護

師
・
薬
剤
師
・
事

務
職
・
リ
ハ
ビ
リ
職
・
社
会
福
祉

士
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
外
来
診
療
に
お
け
る
個
別
送

迎
の
改
善
の
と
り
く
み
や
、
病
棟

看
護
師
に
よ
る
退
院
後
訪
問
、
園

芸
療
法
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
発

表
後
は
、
意
見
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
患
者
様
の
た
め
に
何
が
出

来
る
か
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

を
考
え
、
多
職
種
協
働
で
こ
れ
か

ら
も
よ
り
良
い
医
療
・
看
護
・
介

護
の
実
践
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
共
立
病
院　

総
看
護
師
長

 

清
瀬
礼
子
）

病
院
機
能
評
価

病
院
機
能
評
価

  

認
定
病
院
に
な
り
ま
し
た
！

認
定
病
院
に
な
り
ま
し
た
！

2019年度支部総会日程 ※日時が変更になる場合があります。
支部名 日　程 開始時間 場　所

城北・広峰 ４月４日（木）13：00 広峰公民館
城東 ４月６日（土）13：00 スポーツクラブ21城東
勝原 ４月６日（土）10：00 朝日谷公民館
太子 ４月６日（土）10：30 斑鳩寺　聖徳会館
花田 ４月７日（日）10：00 生協会館
龍野 ４月７日（日）10：00 小宅公民館
高砂 ４月８日（月）10：00 阿弥陀公民館
余部 ４月８日（月）11：00 新舞子ガーデンホテル
書写 ４月９日（火）10：00 書写グリーン倶楽部リバージュ
増位 ４月10日（水）13：30 花の北市民広場第５会議室
旭陽北 ４月10日（水）11：30 ホテルシーショア
荒川 ４月13日（土）10：00 姫路市勤労市民会館
野里 ４月13日（土）10：00 野里公民館
安室 ４月13日（土）10：00 安室公民館
広畑・八幡 ４月13日（土）10：00 共栄荘
大津 ４月14日（日）14：00 大津公民館
網干 ４月14日（日）13：00 網干市民センター

支部名 日　程 開始時間 場　所
飾東 ４月15日（月）10：00 庄公民館
旭陽南 ４月15日（月）11：00 新舞子かもめ

香寺 ４月16日（火）10：00 小規模多機能ホーム香寺 地域交流ルーム
御津 ４月17日（水）14：00 御津文化センター
東第２ ４月19日（金）10：00 地域サービス部 会議室
東第１ ４月20日（土）10：00 地域サービス部 会議室
別所･御国野 ４月20日（土）13：30 御国野公民館
飾磨 ４月20日（土）11：00 リオンドール
大津茂 ４月20日（土）10：00 あやみの公民館
英賀・津田 ４月21日（日）13：30 環境ふれあいセンター
高浜 ４月21日（日）10：00 堀川町総合センター
豊富 ４月25日（木）10：00 津熊総合センター
なだ ４月26日（金）13：00 福祉介護センターなだ
四郷 ４月26日（金）10：00 四郷公民館
高丘 ４月26日（金）13：30 高岡市民センター
手柄 ４月26日（金）11：30 ます徳

病
院
機
能
評
価
と
は

病
院
機
能
評
価
と
は

　

病
院
機
能
評
価
機
構
が
病
院
を

対
象
に
、
組
織
全
体
の
運
営
管
理

お
よ
び
提
供
さ
れ
る
医
療
に
つ
い

て
、
中
立
的
、
科
学
的
・
専
門
的

な
見
地
で
評
価
を
行
い
ま
す
。
書

面
と
面
接
で
「
患
者
中
心
の
医
療

の
推
進
」「
良
質
な
医
療
の
実

践
」「
理
念
達
成
に
向
け
た
組
織

運
営
」
の
評
価
項
目
を
審
査
さ
れ

ま
す
。
現
在
、
全
国
の
約
３
割
の

病
院
が
受
審
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
受
審
を
？

な
ぜ
受
審
を
？

　

共
立
病
院
は
、
今
回
、
初
め
て

病
院
機
能
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

行
政
の
定
期
検
査
は
あ
り
ま
す

に
つ
い
て
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
第
三
者
の
目
が
入
ら
な

い
と
ど
う
し
て
も
自
己
流
に
な
り

が
ち
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
現
代
の
基
準
で
、

職
員
が
現
状
を
理
解
し
、
質
の
向

上
を
図
る
」
と
い
う
目
的
を
掲

げ
、
病
院
機
能
評
価
を
受
審
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。　

さ
ら
な
る
質
の
向
上
へ

さ
ら
な
る
質
の
向
上
へ

　

評
価
項
目
90
項
目
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
助
言
や
意
見
を
い
た
だ

き
、
私
た
ち
に
足
り
な
い
も
の
が

何
か
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
足
り
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
補
え
た
こ
と
も
あ

り
、
途
中
な
も
の
、
手
付
か
ず
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。
病
院
機
能
評

価
は
５
年
ご
と
の
更
新
で
す
。
５

年
後
に
は
、
こ
う
変
わ
っ
た
と
言

え
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
医
療
の

質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
共
立
病
院　

事
務
次
長

 

鍛
治
絢
子
）

症例から学ぶ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

  

外
来
診
療
の
ご
案
内

外
来
診
療
の
ご
案
内

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
４
月
28
日
〜
５
月
６
日
の
長
期

休
暇
と
な
り
ま
す
が
、
姫
路
医
療

生
協
の
医
療
事
業
所
は
左
記
の
日

程
で
外
来
診
療
を
行
い
ま
す
。

共立病院
☎079-285-3377

５月１日（水）９：00～12：00
５月２日（木）９：00～12：00
※診療する医師は通常日と異なります。ご注意ください。
※両日とも午前診療のみで午後の外来診療はありません。

あぼし診療所
☎079-272-8050

４月30日（火）９：00～12：00　　担当：宗實Dr
５月２日（木）９：00～12：00　　担当：藤本Dr
※両日とも午後の外来診療はありません。

共立歯科
☎079-233-0016

４月30日（火）９：00～12：00、13：30～16：00
５月２日（木）９：00～12：00
※２日（木）午後の部と夜間診療はありません。

ゴールデンウィーク中の診療日程
※下記のとおりに実施します

が
、
こ
れ

は
あ
く
ま

で
も
法
に

則
っ
た
運

営
が
な
さ

れ
て
い
る

か
の
点
検

で
あ
り
、

医
療
の
質

▲熱のこもった意見交換が行われました
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が
ん
ぞ
が
れ
い
飯

が
ん
ぞ
が
れ
い
飯に

半
分
の
大
き
さ
に
切
っ
て

①
に
漬
け
込
む
。

③ 

②
が
な
じ
ん
だ
ら
、
ご
飯
を

器
に
半
分
入
れ
②
の
漬
け
だ

れ
を
少
し
ご
飯
に
か
け
、
残

り
の
ご
飯
を
入
れ
る
。

④ 

③
の
上
に
②
の
干
ガ
レ
イ
を

乗
せ
て
漬
け
だ
れ
を
か
け
て

出
来
上
が
り
。

※ 

②
を
半
日
ほ
ど
漬
け
込
む
と

更
に
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

原
発
な
く
せ
駅
前
署
名
宣
伝
行
動

３
月
11
日
（
月
）
14
時
〜
15
時

場
所　

山
電
姫
路
駅
前
広
場
（
雨
天
時
：
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
ピ
オ
レ
前
）

学
習
講
演
会
「
福
島
を
忘
れ
な
い
」

 

〜
福
島
の
現
況
か
ら
学
ぶ
原
発･

憲
法･

沖
縄
〜

３
月
15
日
（
金
）
14
時
〜
16
時　

場
所　

イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
３
階　

あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル

第
54
回
「
お
茶
し
ま
せ
ん
か
」

３
月
16
日
（
土
）
14
時
〜
16
時　

参
加
費　

200
円

場
所　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
野
里

 

（
姫
路
市
野
里
上
野
町
１
丁
目
８
―
８
）

お
問
合
せ　

は
な
き
た
利
用
委
員
会
（
☎
079
―
284
―
６
８
６
５
）

100
縁
カ
フ
ェ
（
英
賀
・
津
田
支
部
）

４
月
７
日
（
日
）
10
時
〜
11
時
45
分　

参
加
費　

100
円

場
所　

環
境
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く

 

227

４
月
11
日
（
木
）
参
加
費　

６
０
０
０
円

京
都
市
右
京
区
京
北
町
・
常
照
皇
寺
の
桜
・
北
山
杉
資
料
館
な
ど
西

の
鯖
街
道
を
巡
る
（
京
都
）

会
員
申
込　

３
月
14
日
ま
で
に
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（組合員
 サービス部）

材
料
（
２
人
分
）

干
ガ
レ
イ 

４
枚

砂
糖 

大
さ
じ
２

濃
口
醤
油 

大
さ
じ
３

み
り
ん 

大
さ
じ
１

ご
飯 

１
合

【
干
ガ
レ
イ
の
下
準
備
】

① 

金
づ
ち
な
ど
で
全
体
が
柔
ら

か
く
な
る
ま
で
叩
く
。

② 

グ
リ
ル
で
焼
い
た
後
、
両
側

の
ひ
れ
を
は
さ
み
で
切
っ
て

頭
を
取
る
。
最
後
に
身
を
は

が
し
内
臓
を
取
り
除
く
。

【
作
り
方
】

① 

砂
糖
・
濃
口
醤
油
・
み
り
ん

を
鍋
に
入
れ
、
焦
げ
な
い
よ

う
に
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

② 

下
準
備
し
た
干
ガ
レ
イ
を
縦

支部・　支部・　
ブロックブロック
通信通信

虹
の
仲
間
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ

　

姫
路
医
療
生
協
で
は
昨
年
度
に

続
き
、
20
歳
未
満
の
方
を
対
象
に

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
99
点
も
の
応
募
が

あ
り
、
ど
の
作
品
に
も
喫
煙
者
本

人
の
健
康
被
害
や
、
家
族
と
周
囲

入
賞
作
品
発
表
！

第２回

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

賞
作
品
は
、
５
月
31
日
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
共

立
病
院
、
あ
ぼ
し
診
療
所
、
共
立

歯
科
で
展
示
予
定
で
す
。
日
程
等

に
つ
き
ま
し
て
は
次
月
以
降
の

『
ひ
め
じ
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
ご
応
募
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
お
知
ら
せ
】

　

共
立
病
院
で
は
禁
煙
外
来
を
行

っ
て
い
ま
す
（
予
約
制
）。
禁
煙

の
ご
相
談
は
共
立
病
院
（
☎
079
―

285
―
３
３
７
７
）
ま
で
。

の
人
に
ま
で
及
ぶ
受
動
喫
煙
の
危

険
を
強
く
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀

賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２
作
品
、
佳

作
５
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

３月５日（火）
　　12日（火）
　　19日（火）
　　26日（火）

ひまわり市ひまわり市

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　（弁護士）
※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

３月28日（木）

４月18日（木）
５月16日（木）

※３月は祝日のため第４木曜日

～南ブロック新春のつどい開催～

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
２
０
１
９

長
崎
大
会　

参
加
者
募
集

日
程
：
８
月
６
日
〜
８
月
９
日

募
集
人
数
：
組
合
員
１
名
（
職
員

１
名
同
行
予
定
）

参
加
費
：
無
料
（
後
日
簡
単
な
報

告
会
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

申
込
締
め
切
り 

６
月
17
日
（
月
）

平
和
バ
ザ
ー
商
品
募
集
！

※ 

商
品
は
未
使
用
の
も
の
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
組
合
員
サ
ー
ビ
ス

部
ま
で　

　

☎
079
―
285
―
３
３
９
９

　

南
ブ
ロ
ッ
ク
新
春
の
つ
ど
い

を
、
１
月
20
日
（
日
）、
新
舞
子

の
「
か
も
め
」
に
て
組
合
員
64
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
落
語
天
狗
連
あ
た
ら

し
会
よ
り
、
六り

っ
か
て
い
し
ゅ
ん
す
い

花
亭
春
水
さ
ん
と

こ
こ
ろ
家や

遊ゆ

人じ
ん

さ
ん
を
お
招
き

し
、
落
語
「
動
物
園
」
と
「
幾い

く

代よ

餅も
ち

」
を
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

楽
し
い
話
に
引
き
込
ま
れ
、
笑
い

た
っ
ぷ
り
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
食
事
交
流
会
で
和
食

の
ラ
ン
チ
を
お
腹
一
杯
い
た
だ
き

大
満
足
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
お

会
い
す
る
方
も
い
て
、
懐
か
し
い

顔
ぶ
れ
に
話
は
弾
み
、
食
事
が
更

に
お
い
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

食
後
は
お
み
や
げ
付
き
の
早
口

言
葉
ゲ
ー
ム
。
会
場
は
笑
い
に
溢

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
さ
ん
の

声
を
聴
い
て
、
楽
し
く
・
お
い
し

く
・
オ
シ
ャ
レ
な
活
動
を
大
き
く

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
理
事　

名
原 

登
）

楽しく･美味しく･
 オシャレなつどい

県立龍野北高校１年
西尾　祐香さん

最優秀賞

県立龍野北高校１年
小田　若奈さん

優 秀 賞

県立龍野北高校２年
椎葉　萌さん

優 秀 賞

姫路市立
安室中学校１年
宮下　睦生さん

佳　作

県立姫路工業高校１年
平野　七穂さん

佳　作

県立龍野北高校２年
内藤 真莉子さん

佳　作

県立龍野北高校２年
肥塚　環さん

佳　作

県立龍野北高校１年
福島 かすがさん

佳　作

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

へ
向
け
た
取
り
組
み
に

へ
向
け
た
取
り
組
み
に

ご
協
力
下
さ
い　
　
　

ご
協
力
下
さ
い　
　
　

笑顔溢れる笑顔溢れる笑顔溢れる笑顔溢れる



キラリ輝く 笑顔あふれる
ある日の出来事

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
城
北

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
城
北

No.464　2019年３月１日　（６）（７）

　

12
月
に
６
年
ぶ
り
に
長
男
を

出
産
し
ま
し
た
。
近
所
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
の
無
料
化
が
増

え
て
い
て
嬉
し
い
で
す
。

（
砂
場
清
生
さ
ん（
42
）福
居
町
）

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
楽
し
み
で

す
。「
ひ
め
じ
」
が
届
き
、
一

番
に
目
を
通
す
の
が
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
の
問
題
で
す
。
時
節
の
答

え
を
楽
し
み
な
が
ら
解
い
て
い

ま
す
。

（
内
海
都
さ
ん
（
70
）
勝
原
区
）

　　

こ
の
春
、
孫
５
人
の
う
ち
２

人
が
中
学
校
入
学
と
小
学
校
入

学
で
す
。
年
を
感
じ
る
と
と
も

に
も
う
少
し
頑
張
ら
ね
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
辰
巳
友
一
さ
ん
（
66
）
継
）

　

ハ
ウ
ス
の
イ
チ
ゴ
が
鮮
や
か

な
色
で
春
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

形
が
可
愛
い
し
食
べ
れ
ば
甘

く
、
少
し
酸
味
が
あ
っ
て
色
々

な
ス
イ
ー
ツ
に
生
ま
れ
変
わ
る

得
な
果
物
で
す
ね
〜
。

 

（
匿
名
希
望
さ
ん　

広
畑
区
）

　

主
人
の
古
希
の
祝
い
に
二
人

で
オ
ー
ド
ブ
ル
と
た
こ
焼
き
パ

ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

70
歳
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ

と
は
医
療
費
が
３
割
か
ら
２
割

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
年
金
生

活
で
介
護
保
険
料
は
高
く
な
る

…
な
ど
な
ど
出
て
い
く
も
の
は

キ
ッ
チ
リ
引
か
れ
ま
す
。

　

日
々
元
気
に
畑
で
野
菜
を
作

っ
て
く
れ
、
三
味
線
や
太
鼓
を

頑
張
っ
て
い
る
主
人
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

（
木
村
智
美
さ
ん
（
67
）
苫
編
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
、
姫
路
獨

協
大
の
少
し
南
で
疲
れ
て
電
信

柱
に
寄
り
か
か
っ
て
お
ら
れ
る

老
婦
人
に
出
会
い
、
声
を
か
け

ま
し
た
。
聞
け
ば
、
お
孫
さ
ん

が
姫
路
獨
協
大
で
私
立
高
校
受

験
中
と
の
事
。
姫
路
駅
か
ら
歩

い
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
想
い
よ
届
け
! !

（
林
田
利
枝
さ
ん（
71
）上
大
野
）

答 A B C D E Ｆ

㉕
…
よ
し
。
犬
猿
の
…
。

㉖
卒
業
…
。
快
気
…
。

㉗
さ
か
な
の
総
称

①
…
道
。
け
や
き
…
。

②
…
に
は
福
あ
り

③
首
里
城
が
あ
る
市

④
…
早
起
き
は
健
康
の
も
と

⑤
漏
れ
る
と
危
な
い

⑥
黄
と
緑
の
中
間
色

⑨
…
電
話
に
し
て
外
出

⑪
…
を
正
す

⑭
さ
わ
が
し
い
音

⑮
独
創
的
。
…
曲
。

⑯
明
石
家
さ
ん
ま
は
…
芸
人

⑱
つ
ま
ら
な
い
魚

⑲
地
球
と
木
星
の
間
の
惑
星

㉑
仲
直
り
。
…
す
る

㉓
夫
婦
…
、
ゴ
ジ
ラ
…

㉔
花
粉
症
の
原
因

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
２

姫
路
市
双
葉
町
10

姫
路
医
療
生
協
編
集
部

締
め
切
り
は
３
月
31
日
で
す
。

１
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は

　

「
ネ
ン
ガ
ジ
ョ
ウ
」

今
回
は
102
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

山
本　

和
美
さ
ん（
加
古
川
市
）

後
藤　

文
子
さ
ん（
大
津
区
）

井
上
千
津
子
さ
ん（
夢
前
町
）

加
集　

道
子
さ
ん（
亀　

山
）

池
畑
惠
美
子
さ
ん（
広
畑
区
）

金
田
扶
美
惠
さ
ん（
城
東
町
）

小
林　
　

強
さ
ん（
御
立
北
）

野
見　

幸
雄
さ
ん（
飾
磨
区
）

林
田　

利
枝
さ
ん（
上
大
野
）

渡
辺　

秀
雄
さ
ん（
飾
東
町
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

① 

蕪
村
の
俳
句
、
…
や

月
は
東
に
日
は
西
に

④
官
製
や
私
製
が
あ
る

⑦ 

神
社
に
い
る
未
婚
の

女
性

⑧ 

学
年
末
と
新
学
期
の

間
⑩
滝
平
二
郎
氏
は
…
作

家
⑫
親
の
…
を
か
じ
る
子

⑬
カ
ケ
と
対
応
す
る
ソ
バ

⑮
動
物
を
入
れ
て
お
く
囲
い

⑯
イ
ソ
ッ
プ
童
話
で
木
こ
り
が
池

に
落
と
し
た

⑰
イ
ヤ
気
が
す
る
こ
と

⑲
仏
の
…
も
３
度
ま
で

⑳
加
齢
に
つ
れ
て
増
え
る

㉒
許
可
証
。
免
許
証

３
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

居宅介護支援事業所介護の窓口 所長　稲垣　弘子
【お問合せ】　☎079-284-6865

　

ご
本
人
が
望
む
「
在
宅
で
過

ご
し
た
い
」
思
い
を
叶
え
る
た

め
に
、
在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い

る
家
族
や
ご
本
人
に
対
し
、
国

や
市
に
は
様
々
な
社
会
資
源
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

姫
路
市
で
は
、
例
え
ば
、
日

常
生
活
を
営
む
上
で
支
障
の
あ

る
一
人
暮
ら
し
の
方
に
は
、
電

磁
調
理
器
や
火
災
警
報
器
、
自

動
消
火
器
な
ど
の
支
給
や
緊
急

事
態
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
機
器
の

貸
与
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
高
齢
者
と
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
ふ
れ
あ
い
食

事
サ
ー
ビ
ス
や
市
内
の
公
衆
浴

場
で
利
用
で
き
る
無
料
入
浴
券

の
交
付
も
あ
り
ま
す
。

　

姫
路
市
内
に
居
住
す
る
70
歳

以
上
の
方
に
は
、
姫
路
保
険
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
助
成
券
の
交

付
、
姫
路
市
内
に
居
住
す
る
75

歳
以
上
の
方
に
は
、
バ
ス
等
の

優
待
乗
車
カ
ー
ド
の
交
付
が
あ

り
ま
す
。

　

要
支
援
以
上
の
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
が
住
宅
を
改
造

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
住
宅

改
造
費
助
成
事
業
が
利
用
で
き

月
曜
日　

子
ど
も
の
予
防
接
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ

火
曜
日　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
利
用
法

水
曜
日　

 

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
で
な
く
「
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ

ジ
ン
グ
」
を
！

木
曜
日　

鼻
血
が
出
た
ら

金
土
日　

白
内
障
の
手
術

※
21
日（
木
・
祝
）は
水
曜
日
の
テ
ー
マ
を
放
送
。

活用していますか？
社会資源

～在宅介護を支えるために～

　

小
規
模
城
北
で
は
毎
年
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
、
心
ば
か
り
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
利
用
者
様
全
員
に
事

業
所
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
マ
グ

カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
お
好
き
な
柄
を
選
ん
で
い
た

だ
き
、
お
名
前
を
書
い
て
お
渡
し

し
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
が
予
想
し

て
い
た
以
上
に
喜
ば
れ
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
驚
い
た
の
と
同
時
に
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
自
宅
で
は

な
い
共
同
生
活
の
場
で
、
自
分
で

選
ん
だ
マ
イ
コ
ッ
プ
と
い
う
の
が

気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う

で
、
ご
利
用
者
様
同
士
「
あ
ん
た

の
そ
れ
か
わ
い
い
や
ん
、
猫
？
私

ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
３
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
に
対
し
、
月
額
１
万

５
０
０
円
の
在
宅
介
護
手
当

や
、
重
度
の
介
護
が
必
要
な
方

に
は
月
額
２
万
６
９
４
０
円
の

特
別
障
害
者
手
当
が
あ
り
ま

す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

で
は
、
利
用
者
負
担
の
額
が
高

額
に
な
っ
た
際
に
、
申
請
に
よ

り
超
え
た
分
が
戻
っ
て
く
る
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
所
得

に
よ
り
戻
り
額
が
違
い
ま
す
。

例
え
ば
要
介
護
５
の
方
が
限
度

額
い
っ
ぱ
い
ま
で
利
用
し
た
と

し
て
、
２
割
負
担
で
は
約
７
万

円
か
か
る
計
算
で
す
が
実
際
は

最
高
で
も
４
万
４
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
し
、
ご
本
人
の
所
得

金
額
お
よ
び
課
税
年
金
収
入
額

の
合
計
が
年
80
万
以
下
の
方
は

上
限
額
が
１
万
５
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
条
件
な
ど

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

の
は
犬
や
わ
〜
」
な
ど
、
そ
こ

か
ら
会
話
も
広
が
り
ま
し
た
。

今
で
も
お
茶
の
時
間
に
こ
の
話

題
で
盛
り
上
が
る
時
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
そ
の
笑
顔
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
や
り
が
い
や
、
や

る
気
に
繋
が
っ
て
い
る
と
実
感

す
る
毎
日
で
す
。
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い
つ
も
隣
に
音
楽
が

い
つ
も
隣
に
音
楽
が

壷
阪　

京
子
さ
ん

旭
陽
南
支
部

ソ
プ
ラ
ノ
の
声

を
維
持
し
活
躍

さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ

タ
ー
と
い
う
古

楽
器
や
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
な
ど

楽
器
演
奏
も
習

テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
壷
阪
さ
ん
な
ら
で
は
の

音
楽
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
地
域

の
多
く
の
人
々
に
癒
し
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
教
会
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
幼
稚
園
の
親
子
や
地
域
の

子
ど
も
達
に
音
楽
と
英
語
の
お
あ

そ
び
の
集
い
を
し
た
り
、
福
祉
施

設
で
の
歌
と
ピ
ア
ノ
で
の
奉
仕
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
人
の

た
め
で
あ
る
以
上
に
、
自
分
の
た

め
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
で
活
動
で
き

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感
じ

ま
す
。
元
気
な
う
ち
は
出
来
る
限

り
、
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

そ
う
語
る
壷
阪
さ
ん
の
ソ
プ
ラ

ノ
の
声
は
若
々
し
く
、
歌
う
よ
う

に
美
し
く
響
き
ま
し
た
。

　

オ
ペ
ラ
歌
手
の
江え

唐が
ら

澄
江
先
生
に
師
事

し
て
か
ら
は
、
先
生

に
同
行
し
て
オ
ペ
ラ

の
本
場
イ
タ
リ
ア
で

学
ぶ
機
会
を
得
て
、

短
期
留
学
し
、
勉
強

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

江
唐
先
生
の
門
下

生
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

各
地
の
小
さ
な
ホ
ー

ル
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
自
宅
で
の
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、
高
齢

に
な
ら
れ
た
現
在
も

時
代
か
ら
声
楽
の
勉
強
を
続
け
て

き
た
と
い
う
壷
阪
さ
ん
。
複
数
の

合
唱
団
に
所
属
し
、
声
楽
の
先
生

に
師
事
し
な
が
ら
技
術
を
磨
い
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
と
に
か
く
音
楽
が

好
き
で
、
ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
、

歌
う
こ
と
に
強
く
惹
か
れ
、
学
生

　

今
回
の
コ
ー
プ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
声
楽
家
の
壷
阪
京
子
さ
ん
で
す
。

ご
自
身
の
音
楽
活
動
の
一
方
で
、
地
域
で
音
楽
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
数
多
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旭
陽
南
支
部
の
「
う

た
ご
え
班
会
」
は
壷
阪
さ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◀
ピ
ア
ノ
室
に
て

得
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
生
の
い
つ
の
時
も
、
壷
阪
さ

ん
の
暮
ら
し
に
は
、
音
楽
が
溢
れ

て
い
る
の
で
す
。

心
身
の
健
康
づ
く
り
に

心
身
の
健
康
づ
く
り
に

　

「
音
楽
を
聴
く
こ
と
は
音
楽
療

法
の
一
つ
だ
け
れ
ど
も
、
表
現
し

て
歌
う
こ
と
も
心
の
癒
し
に
な
り

歌
声
も
志
も
高
ら
か
に

歌
声
も
志
も
高
ら
か
に

▲江唐先生（左）と壷阪さん

▲シター、ハープに似た音色です

▲姫路キャスパホールでのコンサート

ま
す
し
、
肺
と
喉
を
鍛
え
て
身
体

の
健
康
に
繋
が
り
ま
す
」
と
壷
阪

さ
ん
。

　

旭
陽
南
支
部
の
う
た
ご
え
班
会

は
壷
阪
さ
ん
の
自
宅
の
ピ
ア
ノ
室

で
、
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
童
謡
や
学
生
唱
歌
、
合
唱
曲

な
ど
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、

歌
い
や
す
さ
も
考
慮
し
て
選
曲
。

み
ん
な
が
楽
し
く
集
い
、
気
持
ち

良
く
歌
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
に
と

考
え
て
、
音
階
を
調
節
す
る
な
ど

心
を
配
ら
れ
ま
す
。

人
の
為
な
ら
ず

人
の
為
な
ら
ず

　

長
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
を
務
め
、
教
会
の
精

神
を
持
っ
て
、
数
多
く
の
ボ
ラ
ン


